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成 果 

特 色 「読書の質の向上による心の育成」 
●学校中が図書館 「いつでも、どこでも読書ができる環境づくり」 
●読書活動を中心とした学力向上「主体的・対話的で深い学びづくり」 
●読書意欲を高める環境づくり「ブックバッグ、旬を紹介する掲示」 
●読書の輪を広げる活動 「音読集会やお話会、読書活動の地域への発信」 
●読書活動の充実 「レファレンスの充実、ビブリオバトル、 

学級文庫お楽しみセット、公立図書館との連携」 

授業での学校図書館活用や読書活動の発表会、読書活動を充実させる
様々な取組、図書ボランティアによる読み聞かせ、読書活動の地域への発
信等、児童にとって読書がより身近なものになってきている。これらを通
して、自分の考えをしっかりともって発表する児童の姿が多く見られるよ
うになった。さらに児童文学作家の話を聞いたり、異学年に読み聞かせを
したりする体験を通して、誰にでも優しく思いやりある児童の育成にも繋
がっている。 

 

平成３０年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

  「「一一冊冊のの本本ととのの出出会会いい」」体体験験（（全全学学年年））  

児童の 

感 

想 

●ブックバッグがあるので、ちょっとしたすきま時間に読書ができる。 
●お話隊の活動で保育園や幼稚園に読み聞かせに行くのが楽しみだ。 
●ビブリオバトルで読んでみたい本が見つかった。 
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